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6.農林 － 1.農業 － 3.農業

　過疎化・高齢化・農家のサラリーマン化に伴い、農地の耕作・管理が困難になってきている中、農地の面的

な集積に取り組む組織が農地の所有者の委任を受けて、市が代理してまとまった形で利用権の設定等を行うこ

とにより、集積組織に交付金を交付する。

面的集積交付金

農事組合法人木喰の郷もろはた(210,173㎡)3,362,768

円

農事組合法人黒田営農組合(185,508㎡)2,968,128円

法人化した農事組合法人木喰の郷もろはた及び農事組

合法人黒田営農組合の面的集積が実現し経営の効率化

が図られた。
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３３３３....事業費事業費事業費事業費のののの推移推移推移推移
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平成22年度　　事業評価（事業活動記録）

事業No. 390

①施策で目指す目標との関連付け

　まとまった農地の集積を行うことにより、より効率的な農地の保全と集積組織の経営強化を図る。

②事業を実施する必要性

　農家の減少により農地の管理が一層困難になっていくため、農地の保全のためにも経営規模の拡大を進め

る経営体に対し、まとまった形で集積することで、効率的な農地の保全と集積組織の経営拡大につながる。

決算額または計画額

財

源

内

訳

うち一般職・嘱託職・臨時職の

給与および共済費等

使用料・手数料等

国 ・ 府 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

職 員 等 の 従 事 人 員

人 件 費

事 業 費 総 額

6,331 0 0 0
単 位

人 /年

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

0 0 0 0
4,945 0 0 0

0 0 0 0
0 0 0 0

1,386 0 0 0
0.15
761

7,092

平18決算 平19決算 平20決算 平21決算 平22予算 平23計画 平24計画

－

－

－

－

－

－

千円未満を四捨五入し表示しているので、合計等が一致しない場合がある。

※事業費を要しない場合は「0」、事業を実施しない場合は「空白」で表示。

※
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平成21年度国の農地の集団化を促す事業を2地区で実施した。本事業は平成21年度のみの事業である。

６６６６....活動活動活動活動のののの詳細詳細詳細詳細

７７７７....所属長評価所属長評価所属長評価所属長評価〔平成20年度から改善した点、今後の展開など〕

【【【【参考参考参考参考】】】】過年度過年度過年度過年度のののの評価評価評価評価

■平成21年度の所属長評価

活　　　動　　　内　　　容 活動日又は時期 活 動 結 果 等

(1)交付金交付

面的集積交付金

農地所有者より委任状の提出があったものの内、面的

にまとまって利用権の設定を集積組織に行ったものに

対し、交付金を交付。

1月5日～3月31日 農事組合法人木喰の郷もろ

はた

210,173㎡　3,362,768円

黒田営農組合

185,508㎡　2,968,128円
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